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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハンドルから遠位の方に延びる細長い円柱状のプローブを備える内視鏡画像形成システ
ムであり、該プローブが該プローブの遠位の端部の近くに少なくとも１つのレンズを有す
る該内視鏡画像形成システムで使用するために、該プローブをカバーするよう該ハンドル
へ結合する使い捨て式照明シースであって、
　内面を有する側壁と、近位の端部と、遠位の端部と、長さ部と、内径と、そして外径と
を備える細長いチューブと、
　該細長いチューブは、該細長いチューブの該長さ部に沿って設けられた照明要素を有し
、該照明要素は、画像形成ターゲットを照明するために該細長いチューブの該遠位の端部
へ光を送るよう、該ハンドルを通して照明源へ隣接可能であり、そして
　該細長いチューブの遠位の端部の近くで該細長いチューブの内面に封止された光学的に
透明な窓と、を具備しており、
　該細長いチューブは、該外径が３ｍｍより細く、該内径が該細長い円柱状のプローブの
外径より太く寸法取りされ、
　該照明要素が、チューブ状部材の形状に形成される単一の光伝送材料から形成され、及
び、該細長いチューブの該長さ部に沿って設けられた、光伝送チューブ状固体構造体を備
える、該使い捨て式照明シース。
【請求項２】
　前記光伝送チューブが中に配置された複数の光伝送フアイバーを有する請求項１に記載
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の使い捨て式照明シース。
【請求項３】
　前記光伝送チューブを通して伝送される光が該光学的に透明な窓を通過することなく該
遠位の端部を通して放射される請求項１に記載の使い捨て式照明シース。
【請求項４】
　前記細長いチューブが不透明である請求項１に記載の使い捨て式照明シース。
【請求項５】
　前記細長いチューブの近位の端部に結合された遠位の端部を有するバリヤフレームを更
に具備する請求項１に記載の使い捨て式照明シース。
【請求項６】
　前記バリヤフレームが前記細長い円柱状のプローブを受けるために該フレームの少なく
とも１部分を通るよう形成されるルーメンを備える請求項５に記載の使い捨て式照明シー
ス。
【請求項７】
　前記ルーメンが前記細長いチューブと軸方向に整合される請求項６に記載の使い捨て式
照明シース。
【請求項８】
　前記バリヤフレームが近位の接面を備えており、該面が、前記内視鏡画像形成システム
の前記ハンドルとの嵌合用に該面上に配置された結合機構を有する請求項５に記載の使い
捨て式照明シース。
【請求項９】
　前記結合機構がバイオネットマウントを有する請求項８に記載の使い捨て式照明シース
。
【請求項１０】
　前記バリヤフレームが内視鏡画像形成システムの光学ハウジングを受けるよう寸法取り
され、該フレーム内に形成されたキャビテイを備える請求項５に記載の使い捨て式照明シ
ース。
【請求項１１】
　前記照明要素が、前記バリヤフレームを通して延びており、該バリヤフレームの近位の
接面上で終端となる近位の結合端部を備える請求項８に記載の使い捨て式照明シース。
【請求項１２】
　前記結合機構が、前記バリヤフレームが前記ハンドルと結合された時、前記照明要素の
前記近位の結合端部を、軸方向で１ｍｍより短い該近位の結合端部と照明源との間のギャ
ップ間隔を有して、該ハンドル内の該照明源に整合させるよう構成される請求項１１に記
載の使い捨て式照明シース。
【請求項１３】
　前記細長いチューブの外径が約２ｍｍより細く、約１．５ｍｍの内径を有する請求項１
に記載の使い捨て式照明シース。
【請求項１４】
　内視鏡プローブで使用する使い捨て式光伝送シースであって、
　細長いチューブであって、
　　内面を有する側壁と、近位の端部と、遠位の端部と、長さ部と、内径と、そして外径
とを備える内側チューブ状部材と、
　　該内側チューブ部材の周りに同心円状に配置された光伝送構造体であって、内視鏡カ
メラハウジング内の光源に結合するための近位の結合要素と、画像形成ターゲットを照明
するための遠位の端部と、を有する光伝送構造体と、を有する細長いチューブと、
　該細長いチューブの遠位の端部の近くで該細長いチューブの内面に対し封止された光学
的に透明な窓と、そして
　近位のバリヤであって
　ａ．内視鏡光学ハウジングを受ける中空の内部と、
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　ｂ．該細長いチューブと円柱状光伝送要素の少なくとも１つに結合された遠位の端部と
、
　ｃ．複数の光伝送フアイバーを含む側壁と、そして
　ｄ．近位の端部上に形成され、内視鏡カメラハウジング上の対応する結合部と嵌合する
ように構成され、及び、該光伝送構造体の近位の結合要素を該内視鏡カメラハウジング上
の光源と自動的に整合させるように構成された、嵌合結合部と、を備える近位のバリヤと
、
を具備しており、
　光学バリヤ嵌合結合部は、近位の結合要素がピグテールコネクターなしに光源と整合し
得るように及び軸方向で１ｍｍより短いギャップ間隔で整合し得るように構成される、該
使い捨て式光伝送シース。
【請求項１５】
　前記近位のバリヤが円錐状の形を有する請求項１４に記載の使い捨て式光伝送シース。
【請求項１６】
　前記嵌合結合部がバイオネット嵌合結合部である請求項１４に記載の使い捨て式光伝送
シース。
【請求項１７】
　前記細長いチューブが不透明な内側チューブ状部材からなる請求項１に記載の使い捨て
式照明シース。
【請求項１８】
　前記照明要素が内側チューブ状部材の周りに同心円状に配置された光伝送チューブ状固
体構造体である請求項１７に記載の使い捨て式照明シース。
【請求項１９】
　前記細長いチューブの外径が実質的に光伝送チューブ状固体構造体の外径であるように
、前記細長いチューブが外側チューブ状部材を含まない請求項１８に記載の使い捨て式照
明シース。
【請求項２０】
　前記細長いチューブの外径が約２ｍｍより細い請求項１９に記載の使い捨て式照明シー
ス。
【請求項２１】
　前記細長いチューブの内径が約１．５ｍｍである請求項１に記載の使い捨て式照明シー
ス。
【請求項２２】
　前記細長いチューブの近位の部分に嵌合されたバリヤフレームであって、前記シースを
前記ハンドルに取り外し可能に結合し、光コネクターを該ハンドル内の照明源と整合させ
るために近位の結合要素を有する該バリヤフレームを更に具備し、近位の光コネクターと
該照明源との間のギャップ間隔が軸方向で１ｍｍより短い、請求項１に記載の使い捨て式
照明シース。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　本出願は引用によりここに組み入れられる２００９年２月２４日出願、名称“半剛体式
撮像光学系を使う内視鏡システム用使い捨て式無菌保護バリヤ”の米国特許仮出願第６１
／１５５，００３号及び２００９年１１月２５日出願、名称“画像形成システムで使用す
る使い捨て式シース”の米国特許出願第１２／６２５，８４７号より先の優先権を主張す
る。
【技術分野】
【０００２】
　本発明は広くは画像形成システムに関し、特に画像形成システムで使用する使い捨て式
照明シースに関する。



(4) JP 5702737 B2 2015.4.15

10

20

30

40

50

【背景技術】
【０００３】
　本発明は最小の侵襲性の手術過程で使用する画像形成システムに関する。特に、本発明
は最小の侵襲性の手術で無菌性を高める装置とそれに付随する方法とに関する。更に特に
、本発明は照明要素を有する使い捨て式照明シースに関する。該使い捨て式照明シースは
、照明要素を有しない内視鏡と、それに付随する手術技術と、で使用可能である。
【０００４】
　内視鏡の様な撮像装置は、最小の侵襲性の手術過程で使用され、利用者に負担をかけな
い内部身体組織の視認検査を可能にする手術器具である。内視鏡は長いチューブ状挿入部
材を有し、該部材は身体の開口部内へ挿入される。内視鏡のチューブ状挿入部材は一般に
、可視化されるべき範囲を照明する光源のみならず、患者からの組織された視認情報を運
ぶ光フアイバー及びレンズシステムを有する。最小の侵襲性の手術用に設計された商業的
に入手可能な内視鏡は、画像形成要素が該照明要素と１つの一体化された実体として組み
合わされた設計を使う。この様な組み合わせ内視鏡は、画像の質を深刻に劣化させる強い
後方散乱光のために、外部の使い捨て式無菌バリヤと一緒には使われ得ない。
【０００５】
　内視鏡は高価な器具なので、多数の患者で使われ、従って各手順後に殺菌されねばなら
ない。この様な殺菌手順は高価な殺菌器具及び設備のみならず、相当量の時間を要する。
関与する病院要員時間のためのみならず、その追加時間中該内視鏡が使えないためもあっ
て、コストは増加する。更に、消毒が不適切であり、意に反してバクテリヤ又はウイルス
が内視鏡内に残留し、次に患者に移される危険が常にある。
【０００６】
　これらの課題を処理する使い捨て式システムが一般的に開発されて来た。或るシステム
は使い捨て内視鏡を使うが、そこでは撮像光学系と照明要素の両者から成る内視鏡全体が
各使用後捨てられる。しかしながら、この取り組みは高品質撮像光学系が高コストなので
高価になる。低級のプラスチック撮像光学系の使用は、従来の内視鏡より低い性能に帰着
する。他のシステムは、撮像光学系と照明光フアイバーの両者を含む内視鏡全体上をおお
う１回使用の使い捨てシースを使う。この様なシステムは低廉であるが、該撮像光学系と
該照明光フアイバーは該シースの遠位の窓の背後に配置される。これは窓から撮像光学系
内への光の後方散乱に帰着し、該散乱は画像品質を従来の内視鏡と比肩出来ないレベルに
劣化させる。
【０００７】
　更に、或る内視鏡技術は極度に小さい入り口点しか要しないので、該内視鏡を挿入する
ために、例えば、針が使われる。この様な小さい空間内の撮像能力を最大化するために、
使い捨て式シースは、該内視鏡内での大きい画像形成システムの使用を可能にするよう、
出来るだけ細くあらねばならない。
【０００８】
　従って、低廉で、高品質画像形成を可能にする改良された使い捨て式内視鏡シースの必
要性が存在する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】米国特許仮出願第６１／１５５，００３号明細書、２００９年２月２４日
出願、“Ｄｉｓｐｏｓａｂｌｅ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｖｅ　Ｓｔｅｒｉｌｅ　Ｂａｒｒｉｅ
ｒ　Ｆｏｒ　Ａｎ　Ｅｎｄｏｓｃｏｐｉｃ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｅｍｐｌｏｙｉｎｇ　Ｓｅｍ
ｉ－Ｒｉｇｉｄ　Ｉｍａｇｉｎｇ　Ｏｐｔｉｃｓ”
【特許文献２】米国特許出願第１２／６２５，８４７号明細書、２００９年１１月２５日
出願、“Ｄｉｓｐｏｓａｂｌｅ　Ｓｈｅａｔｈ　Ｆｏｒ　Ｕｓｅ　Ｗｉｔｈ　Ａｎ　Ｉｍ
ａｇｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ”
【発明の概要】
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【００１０】
　本発明は画像形成システムを汚染から保護する使い捨て式装置を提供する。特に、本発
明は新しいクラスの最小の侵襲性の内視鏡撮像装置を提供するものであって、該装置では
内視鏡の照明要素が内視鏡の画像形成要素から分離され、該照明要素は患者を相互汚染か
ら保護する無菌バリヤを形成する。両部品は整合ペアを形成するよう連携して設計される
。第１の態様では例示用使い捨て式照明シースは、ハンドルから遠位の方へ延びる細長い
円柱状のプローブと、該プローブの遠位の端部近くに少なくとも１つのレンズと、を有す
る内視鏡画像形成システムで使用される。該使い捨て式照明シースは該プローブをカバー
するよう該ハンドルに結合され、そして内面を有する側壁、近位の端部、遠位の端部、長
さ部、内径そして外径を備える細長いチューブを具備する。該細長いチューブは、該外径
が３ｍｍより細く、該内径が該細長い円柱状プローブの外径より大きいよう寸法取りされ
る。照明要素は、該細長いチューブの該長さ部に沿って設けられ、研磨面を有する近位の
端部で終端するものであり、該研磨面は該ハンドルを通して照明源に、軸方向に１ｍｍよ
り短いギャップ間隔を有して隣接する。この構成は画像形成ターゲットを照明するために
該細長いチューブの遠位の端部へ光を伝達する。光学的に透明な窓（ｏｐｔｉｃａｌｌｙ
　ｔｒａｎｓｐａｒｅｎｔ　ｗｉｎｄｏｗ）は該細長いチューブの遠位の端部の近くで該
細長いチューブの内面に対し封止され、該照明要素から分離され、それにより該画像形成
プローブ上に無菌バリヤを形成する。該照明要素は該細長いチューブの長さ部に沿って設
けられた光伝送チューブを有する。
【００１１】
　もう１つの態様では、例示用使い捨て式照明シースは、ハンドルから遠位の方に延びる
細長い円柱状プローブを有する内視鏡画像形成システムで使用される。該プローブは該プ
ローブの遠位の端部の近くに少なくとも１つのレンズを有する。該使い捨て式照明シース
は、該プローブをカバーするよう該ハンドルに結合され、内面、近位の端部、遠位の端部
、長さ部、内径そして外径を有する細長いチューブを備える。該細長いチューブは、該チ
ューブの外径が約２ｍｍより細く、該チューブの内径が該細長い円柱状のプローブの外径
より大きくなるよう寸法取りされる。該使い捨て式照明シースはまた、該細長いチューブ
の長さ部に沿って設けられ、近位の研磨済み終端を有する照明要素を備えるものであり、
該研磨済み終端は、画像形成ターゲットを照明するために、該細長いチューブの遠位の端
部に光を伝達するよう該ハンドルを通って照明源に、軸方向に１ｍｍより短いギャップ間
隔を有して隣接可能である。該使い捨て式照明シースは更に該細長いチューブの遠位の端
部の近くで該細長いチューブの内面に対し封止された平らで、光学的に透明な窓と、該細
長いチューブの近位の部分に嵌合したバリヤフレームと、を有する。該バリヤフレームは
該シースを該ハンドルに取り外し可能な仕方で結合し、該研磨済み光終端部を該ハンドル
内の照明源に整合させる近位の結合要素を有する。
【００１２】
　なおもう１つの態様では、光伝送シースが設けられ、該シースは光の伝送用に円柱状の
チューブを有する。該円柱状チューブは近位及び遠位の端部を有し、該近位及び遠位の端
部間に延びる細長い内外面により規定される。該円柱状チューブは近位の研磨済み光終端
部と遠位の端部とを有する円柱状照明要素を備える。該円柱状照明要素と環状の関係を有
して円柱状の構造要素が設けられるが、そこでは光が近位の光コネクターに供給されると
、該光は該円柱状照明要素を通り、該照明要素の遠位の端部から出るよう伝送される。光
学的に透明な窓は該円柱状チューブの内面の遠位の端部の近くで封止され、該円柱状照明
要素を通って伝送された光は、該画像形成要素により使われる光学的に透明な窓を通過す
ることなく該円柱状チューブの遠位の端部を通して伝送される。
【００１３】
　更に進んだ態様では、内視鏡プローブで使用するための使い捨て式光伝送シースが設け
られ、該シースは、内面を有する側壁、近位の端部、遠位の端部、長さ部、内径、そして
外径を備える不透明な細長いチューブを具備する。該細長いチューブは、該内径が約１．
５ｍｍであり、該内径が該内視鏡プローブの外径より大きくなるよう寸法取りされる。円
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柱状の光伝送要素が該細長いチューブの周りに同心状に配置され、該要素は細長いチュー
ブ状の形を有する基盤内に懸垂された複数の光フアイバーで形成される。該円柱状光伝送
要素は、約２ｍｍより細い外径を有するよう寸法取りされ、内視鏡カメラハウジング内の
光源に連結するための近位の結合要素と、画像形成ターゲットを照明するための遠位の端
部と、を有する。光学的に透明な窓は該細長いチューブの遠位の端部の近くで該細長いチ
ューブの内面に対し封止される。該シースは内視鏡の光学ハウジングを受けるための中空
の内部を有する近位のバリヤと、該細長いチューブと該円柱状光伝送要素との少なくとも
１つと結合された遠位の端部と、そして該円柱状光伝送用フアイバーを有する側壁と、を
備える。該シースは更に、該シースの近位の端部上に形成され、内視鏡カメラハウジング
上の対応する結合部と嵌合するよう構成され、更に該円柱状光伝送要素の近位の結合要素
を、軸方向に１ｍｍより少ないギャップ間隔で、該内視鏡カメラハウジング上の光源と整
合させるよう構成された、嵌合結合部を有する。該円柱状光伝送要素を通って伝送された
光は該光学的に透明な窓を通過することなく該要素の遠位の端部を通して送られる。
【００１４】
　これらの態様の何れかの具体的な実施例は、該細長いチューブの長さ部に沿って設けら
れた光伝送チューブを有する照明要素を備えてもよい。或る実施例では、該光伝送チュー
ブは中に配置された複数の光伝送フアイバーを有する。該光伝送チューブを通って伝送さ
れた光は、該画像形成要素により排他的に使われる光学的に透明な窓を通過することなく
遠位の端部を通して放射される。
【００１５】
　列挙される態様、或いは該態様の実施例の何れかでは、該バリヤフレームは該細長い円
柱状プローブを受けるために該フレームの少なくとも１部分を通して形成されるルーメン
（ｌｕｍｅｎ）を有してもよい。該ルーメンは該細長いチューブと軸方向に整合される。
或る実施例では、該バリヤフレームは内視鏡画像形成システムの光学ハウジングを受ける
よう寸法取りされ、中に形成されたキャビテイ（ｃａｖｉｔｙ）を有する。該照明要素の
近位の光コネクターが該バリヤフレームの近位の接面上に形成されてもよい。該近位の光
コネクターは例えば、バイオネット（ｂａｙｏｎｅｔ）コネクターを含む当該技術で公知
の何等かの嵌合結合部であってもよい。
【００１６】
　他の態様では、該照明要素は、固体光伝送チューブを形成する基盤内に懸垂された複数
の光フアイバーを有する。該複数の光フアイバーと該基盤は、例えば、プラスチック材料
で形成される。該固体光伝送チューブは約２ｍｍより細い外径を有する。或る実施例では
、該円柱状チューブと該細長いチューブは約２ｍｍより細い外径と、約１．５ｍｍの内径
を有する。他の実施例では、該円柱状要素と該細いチューブは不透明であり、例えば、金
属を含む、当該技術で公知の何等かの材料で形成されてもよい。
【００１７】
　列挙される態様、或いは該態様の実施例の何れかでは、該光伝送シースは該円柱状チュ
ーブの近位の端部に結合された近位のバリヤを有してもよく、内視鏡カメラハウジングと
嵌合するためのコネクター要素を有してもよい。該円柱状照明要素は該要素の側壁に結合
された近位のバリヤを通して延びる。或る実施例では、該円柱状照明要素の近位の光コネ
クターは該近位のバリヤの近位の接面上に配置される。実施例の何れに於いても、該バリ
ヤフレームは円錐形状を有する。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
　本発明は附属する図面と連携して行われる下記詳細説明から充分に理解されるであろう
。
【図１】例示用使い捨て式照明シースの斜視図である。
【図２】例示用使い捨て式照明シースと画像形成システムの組立分解図である。
【図３】例示用使い捨て式照明シースと画像形成システムのもう１つの組立分解図であり
、部品間の結合機構を図解する。
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【図４】該画像形成システム上に配置された例示用使い捨て式照明シースを有する画像形
成システムの斜視図である。
【図５】図４の画像形成システムの斜視図である。
【図６Ａ】使い捨て式照明シースの１実施例の斜視図である。
【図６Ｂ】図６Ａの使い捨て式照明シースの光学機器バリヤの斜視図である。
【図６Ｃ】例示用使い捨て式照明シースの光学機器バリヤの１実施例の断面図である。
【図７Ａ】例示用使い捨て式照明シースと結合するために画像形成システムのカメラ上に
配置された結合機構の１実施例の正面図である。
【図７Ｂ】図７Ａの結合機構の断面図である。
【図８Ａ】例示用使い捨て式照明シースの細長いチューブの遠位の端部の１実施例の断面
図である。
【図８Ｂ】図８Ａの遠位の端部の断面図である。
【図９】例示用使い捨て式照明シースの光学機器バリヤの１実施例の断面図である。
【図１０Ａ】例示用使い捨て式照明シースの細長いチューブの遠位の端部のもう１つの実
施例の断面図である。
【図１０Ｂ】図１０Ａの遠位の端部の断面図である。
【実施例１】
【００１９】
　今、或る例示用実施例が説明されるが、それはここで開示される装置及び方法の、構造
、機能、製造法及び使用法の原理の全体的理解を提供するためである。これらの実施例の
１つ以上の例は附属する図面で図解される。当業者は、ここで特に説明され、附属図面で
図解される装置及び方法が非限定的例示用実施例であり、本発明の範囲が請求項によって
のみ規定されることを理解するであろう。１つの例示用実施例と関連して図解され、説明
される特徴は、他の実施例の特徴と組み合わされてもよい。この様な変型や変種は本発明
の範囲内に含まれるよう意図されている。
【００２０】
　本発明は一般的に撮像装置と患者の間に無菌バリヤを提供し、又検査下の範囲を照明す
る使い捨て式照明シースに向けられている。該照明シースは画像形成システム、例えば、
遠位の照明要素を有しない内視鏡画像形成システムで使用するよう特に設計され、そして
患者組織及び／又は体液への曝露を防止するため該撮像装置の部分をカバーする及び／又
は取り囲むよう設計される。本発明の例示用使い捨て式照明シースは、画像形成シャフト
、光学ハウジング、カメラハウジング、ハンドル、画像形成出力部及び／又は他の電気及
び部品コードのみならず、汚染に曝される、内視鏡装置の様な、撮像装置の何等かの他の
部分をもカバーし、保護するよう設計される。使用された照明シースは第１の過程の後捨
てられ、新しい無菌の照明シースが次の過程用に使われる。この仕方で、撮像装置は各過
程間の充分な殺菌を必要とすることなく、繰り返し利用される。
【００２１】
　本発明の或る態様では、例示用使い捨て式照明シースは、撮像装置のハンドル又はカメ
ラハウジング内の光源から該使い捨て式照明シースの遠位の端部まで光を伝達する照明要
素を有する。該照明要素は一般的に細長いチューブであり、該チューブは該撮像装置の画
像形成シャフトと身体の組織及び体液との間のバリヤを形成する。該照明要素の該細長い
チューブは該使い捨て式照明シース内の利用可能な空間を最大化するために減じられた壁
厚を有する。この仕方で、該画像形成システムにより集められる画像情報量を増やすため
に、より大きな画像形成システムが該シース内で使われる。或る実施例では、該照明要素
は、コア及び外側被覆材料を有する複数のプラスチック光フアイバーと共に埋め込まれる
プラスチック材料で形成されるが、該コア及び外側被覆材料は成形過程時の該埋め込み材
料と両立性を有する。この様な照明要素は、画像形成用の内部空間を最大にするよう薄い
プロフアイルを保持しながら、高効率で光を伝送するために特にロバストな機構を提供す
る。
【００２２】



(8) JP 5702737 B2 2015.4.15

10

20

30

40

50

　本発明の他の態様では、画像形成システム内の光源からの光は例示用使い捨て式照明シ
ースを直接通して該シースの遠位の端部へ伝送される。多くの以前のシースシステムでは
、光源からの光を何等かの仕方で該シースと結合する外部ピグテイルを通して伝達される
。この様なピグテイルの使用はシース内へのコネクターを要し、重量と使いにくさを該シ
ースに付加する。本発明の或る実施例では、光は、画像形成システムのハンドル及び／又
はカメラマウント内の光源から使い捨て式照明シースの照明要素まで伝送される。例えば
、ハンドル及び／又はカメラマウント内の光源は、該使い捨て式照明シース内の照明要素
の同様に平な、研磨面に対して直接に、及び／又は最小ギャップ間隔を有して、隣接可能
な平な研磨面で成端してもよい。該使い捨て式照明シースの照明要素の近位の部分は、該
シースのハンドルの側壁内に埋め込まれ、光源との嵌合用の該ハンドルの近位の面上で成
端してもよい。該光源の研磨面と該照明要素の研磨面はマッチした面積及び光学的開口数
を有する。この仕方で、該光伝送機構は該シース内へ内部的に恒久的に配置され、かくし
て外部ピグテイルの必要性と、付随する問題を解消する。
【００２３】
　本発明の更に進んだ態様では、例示用使い捨て式照明シースは、該シースを該画像形成
システムの種々の態様と適切に整合させる様な仕方で、該画像形成システムと嵌合する嵌
合機構を有する。例えば、該嵌合機構は、該シース内の照明要素をｘ、ｙ、及びｚ次元で
カメラハウジング内の光源と自動的に整合させる、該使い捨て式照明シースと該画像形成
システムのカメラハウジングと間の結合部を具備する。該結合部はまた、該シースの照明
要素と該画像形成システムの照明光源の出射孔との間の光学的接触を保証する。該結合部
は、例えば、該光源と照明要素が適当に整合され、該２部品が適当に結合されたときに示
す回転停止部を有するバイオネット結合部であってもよい。或る実施例では、カメラハウ
ジング上のバイオネットコネクターは、該画像形成システムのカメラハウジングと光学ハ
ウジングの間の結合を可能にする標準型Ｃマウントコネクターと一体的に形成されてもよ
い。これは該２つの結合の間の干渉を防止し、該使い捨て式照明シースの照明要素とカメ
ラハウジングの照明源との間の光学的接触を保証する。これは更に、光学機器バリヤの内
部と光学ハウジングの外側とが該カメラハウジングに結合された時に、両者間の適当な間
隔を保証する。
【００２４】
　使い捨て式照明シースの１実施例が図１で図解される。一体型部品として照明要素を有
しない内視鏡の様な、撮像装置上に填まるよう一般的に構成された使い捨て式照明シース
１０が設けられる。該シース１０は撮像装置の画像形成シャフトを受けるルーメンを通ら
せるように有する細長いチューブ１２を備える。該シース１０はまた、バリヤ部分１４を
有し、該バリヤ部分は撮像光学系ハウジング及び／又はカメラハウジングを受け、囲む。
該細長いチューブ１２の遠位の端部１８には遠位の窓１６が配置される。該遠位の窓１６
は該細長いチューブ１２を該チューブの遠位の端部１８で封止するのに役立ち、撮像装置
による該窓を通しての画像形成を可能にするよう光学的に透明である。
【００２５】
　該細長いチューブ１２は多くの構成を持つことが出来るが、或る実施例では、該細長い
チューブ１２は、該シース１０の遠位の端部１８付近の範囲を照明するために、近位の光
源から該シース１０の遠位の端部１８まで光を伝送出来る光伝送要素を有してもよい。該
光伝送要素は多数の形式を取ってもよく、該形式の幾つかは下記でもっと詳細に説明され
よう。或る実施例では、該光伝送要素を通るよう伝送される光は、近位から遠位の方向に
該遠位の窓１６を通過することなく、該細長いチューブ１２の遠位の端部１８の遠位の範
囲を照明する。この様な構成は該遠位の窓１６から該撮像装置内へ向かう、画像劣化作用
する後方散乱を防止する。例えば、該光伝送要素と、該撮像装置のシャフトを受ける該細
長いチューブ１２の内側ルーメンと、の間に不透明なチューブ又は他の遮光機構が位置付
けられてもよい。これは、光が該細長いチューブ１２の内側ルーメンに入ること、かくし
て該遠位の窓１６を通して近位から遠位の方向に通ること、を防止する。
【００２６】
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　シース１０の該バリヤ部分１４は一般に光学機器バリヤ２０とカメラバリヤ２２で形成
される。該光学機器バリヤ２０は撮像装置光学ハウジングを受け、保護し、該カメラバリ
ヤ２２は撮像装置カメラハウジングを受け、保護する。該光学機器バリヤ２０と該カメラ
バリヤ２２の両者は、特定の撮像装置光学ハウジングとカメラハウジングをカバー及び／
又は囲むために必要などんな寸法及び形状を有してもよい。図１で図解される実施例では
、光学機器バリヤ２０の遠位の端部２６の雌コネクター２４は、該細長いチューブ１２の
近位の端部２８に結合する。図解される実施例では、カメラバリヤ２２は、該材料はコン
パクトな形にロールされ、該光学機器バリヤ２０の近位の部分６４に結合される柔軟な材
料である。該カメラバリヤ２２は、撮像装置カメラハウジング上に拡がり、該ハウジング
をカバーするために該バリヤのコンパクトな形からほどくことにより展開される。図４は
、撮像装置カメラハウジングのみならず、画像形成出力部３０の様なコネクターの部分も
カバーする、その展開された状態の該カメラバリヤ２２の１例を示す。
【００２７】
　上に述べた様に、該使い捨て式照明シース１０は、それらに限定されないが、内視鏡シ
ステム、超音波システム、腹腔鏡システム、他を含む当該技術で公知の何れの画像形成シ
ステムでも使用される。内視鏡画像形成システムの形の１つの例示用画像形成システムが
図２－５で図解される。該内視鏡システムは一般にカメラハウジング３２を有し、該ハウ
ジングは電荷結合素子（ＣＣＤ）、相補型金属酸化物半導体（ＣＭＯＳ）イメージセンサ
ー、又は何等かの他の画素式（ｐｉｘｉｌａｔｅｄ）フラットパネルセンサーの様な高解
像度画像形成ユニットを有する。該カメラハウジング３２はまた、データ処理電子機器と
該撮像装置に関連する何等かの他の電子機器を有する。加えて、該カメラハウジング３２
は該内視鏡に、電力を提供する電源又は電力入力部を収納しており、同様に該使い捨て式
照明シース１０の光伝送要素へ光を提供する照明源を収納する。該カメラハウジング３２
はまた、該内視鏡を制御するためのハンドルとして作用し、該光源を制御するため、及び
ビデオ及び静止画像を記録するため、の入力制御部を有する。当業者は該カメラハウジン
グ３２が含み、動作する種々の部品及び機能を認識するであろう。
【００２８】
　図４及び５で最も明らかに示される様に、画像形成出力部３０は、該カメラハウジング
３２から、電子的記憶装置及び／又はディスプレー装置、例えばモニターに接続されたコ
ンピュータまで延びてもよい。該画像形成出力部３０は電気的画像をカメラハウジング３
２内の画像形成ユニットから電子的記憶装置及び／又はディスプレー装置まで伝送する。
該カメラハウジング３２はまた、無線データを外部センサー、記憶装置、又はディスプレ
ー装置へ送信する、及び／又は、それらから受信するよう構成されてもよい。
【００２９】
　図５を参照すると、該カメラハウジング３２内に配置された照明源は、該カメラハウジ
ング３２内へ又は該使い捨て式照明シース１０内へ何等の外部入力も要しない点で特に有
利である。それらに限定しないが、何等かの電力の発光ダイオード、レーザーダイオード
、キセノン光源、ハロゲン光源、他を含む当該技術で公知の何等かの照明源が利用されて
もよい。更に、ユーザーが異なる波長の又は異なるバンドの光で関心のある領域を選択的
に照明することが出来るよう２つ以上の異なる光源が該ハウジング内に含まれてもよい。
下記で更に詳細に説明される様に、該使い捨て式照明シース１０が該カメラハウジング３
２に結合される時、該照明源用ソースポート１１２は該使い捨て式照明シース１０内の光
伝送要素と自動的に整合されるので、光は最小損失で該光伝送要素に伝送され、そして該
要素を通ってシース１０の遠位の端部１８に伝送される。
【００３０】
　例示用内視鏡システムはまた、該カメラハウジング３２に結合される光学ハウジング３
４を備え、該光学ハウジングは該光学ハウジングから遠位の方へ延びる画像形成シャフト
３６を有する。該画像形成シャフト３６は患者の身体の内部を見るために該シャフトの遠
位の端部に位置付けられた１つ以上の遠位の撮像光学系を有してもよい。該光学ハウジン
グ３４は該画像形成シャフト３６の遠位の端部で見た画像情報を該カメラハウジング３２
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内の画像形成ユニットへ送信するための１つ以上の近位の光学系を有してもよい。該遠位
の撮像光学系により見た該画像情報を該近位の光学系へ送信するために、複数の光フアイ
バーが該画像形成シャフト３６内の遠位の撮像光学系と、該光学ハウジング３４内の近位
の光学系との間に延びてもよい。該光学ハウジング３４は該複数の光フアイバーを受け、
それらを該近位の光学系へ嵌合させる。身体内の画像形成用の適当なレンズ構成は当該技
術で公知であり、特定の画像形成システムで必要な様な、該遠位の撮像光学系及び該近位
の光学系の両者用のどんな構成が使われてもよい。該遠位の撮像光学系は一般に該画像形
成シャフトの遠位の端部で画像情報を集めるよう構成されるべきであり、一方該近位の光
学系は一般に該複数の光フアイバーの近位の端部で受けた画像を、電子的画像への変換用
に、該カメラハウジング３２内の画像形成ユニット上に投射するよう構成されるべきであ
る。
【００３１】
　図３、５及び７Ｂで最も明らかに見られる様に、ネジ結合を使って、該光学ハウジング
３４は該カメラハウジング３２と嵌合するが、どんな嵌合技術が使われてもよい。例えば
、該光学ハウジング３４の近位の面３８は円形の雄のネジ部材４０を有し、該部材は該カ
メラハウジング３２の遠位の面４４上の円形の雌のネジ部材４２に嵌合する。図解された
実施例では、該カメラハウジング３２は円形構造体４６を備え、該構造体は該構造体の内
側面上に形成されたねじ部材４２を有する。光学ハウジング３４上の雄ねじ部材４０は該
円形構造体４６内に挿入され、時にはＣマウントと呼ばれる、該カメラハウジング３２上
の円形雌ねじ部材４２とねじ結合される。当業者は、締まりばめ結合、バイオネット結合
、ラッチ機構、他を含む当該技術で公知のどんな嵌合機構が該光学ハウジングと該カメラ
ハウジングとを嵌合させるため使われてもよいことを認識するであろう。
【００３２】
　図２及び３に示す様に、使い捨て式照明シース１０は、該使い捨て式照明シース１０の
細長いチューブ１２が該内視鏡の画像形成シャフト３６を囲むように該内視鏡システム上
に填る。該光学機器バリヤ２０は該光学ハウジング３４を囲み、カメラバリヤ２２は該カ
メラハウジング３２と該画像形成出力部３０の少なくとも１部分とを囲むよう展開される
。
【００３３】
　図２及び３でも示される様に、身体内への該使い捨て式照明シース１０と内視鏡との挿
入を容易にするために従来のカニューレ（ｃａｎｎｕｌａ）が使われてもよい。当業者に
より認識される様に、使用時、該カニューレ５０は標準的技術を使って、例えば、閉鎖孔
（ｏｂｔｕｒａｔｏｒ）又は他の穿刺機構を使って患者の身体内に挿入されてもよい。一
旦身体内に挿入されると、該閉鎖孔は該カニューレ５０から取り除かれてもよく、該カニ
ューレは該使い捨て式照明シース１０と内視鏡が挿入される組織を貫通するワーキングチ
ャネルを提供する。最も有利な実施例では、カテーテルは針として挿入されるのに充分な
程細い。該カニューレ５０は、薬剤及び流体の注入／除去用、及び／又は通気用に、ルア
ーロック（ｌｕｅｒ　ｌｏｃｋ）５１の様な特徴部を上に有してもよい。一旦内視鏡又は
他の画像形成システムが使い捨て式照明シース１０内に囲まれ、該シースに結合されると
、該シース１０の細長いチューブ１２は体腔にアクセスするために該カニューレ５０内に
挿入される。
【００３４】
　今図６Ａ－６Ｃを参照して、例示用使い捨て式照明シース１０が詳細に図解される。光
学機器バリヤ２０は特定の光学ハウジングを受けるに必要などんな形状を有してもよいが
、図解された実施例では、該光学機器バリヤ２０は概略円錐形の形状を有する。該バリヤ
２０の円錐形状は、ユーザーによるデバイス１０の把持をより良く可能にするために、１
つ以上の平らな側、例えば、２つの平らな側を有してもよい。光学機器バリヤ２０の周囲
は、遠位の端部２６から近位の面５２まで寸法が増加する。該光学機器バリヤ２０は中に
光学ハウジング３４を受けるために略中空の内部を有する。或る実施例では、該ハウジン
グに安定性を提供するよう光学ハウジング３４を座らせるために該光学機器バリヤ２０の
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内部内にフレームシステム５４が含まれてもよい。上で言及した様に、該光学機器バリヤ
２０の遠位の端部２６は、該細長いチューブ１２を受けるために中に形成された開口部５
６を有する雌のコネクター２４を備えてもよい。該開口部５６を該細長いチューブ１２と
嵌合させるために、それらに限定されないが、接着剤、圧入、ファスナー、他を含む当該
技術で公知のどんな嵌合機構が使われてもよい。図６Ｃで最も明らかに示される様に、光
学機器バリヤ２０の遠位の端部２６内の開口部５６は、細長いチューブ１２内のルーメン
と同心で整合され、光学機器バリヤ２０の内部内に延びるルーメンを形成してもよい。示
される様に、画像形成シャフト３６は細長いチューブ１２内へ延びるために、光学機器バ
リヤ２０の内部を通り、開口部５６を通るよう挿入される。
【００３５】
　光学機器バリヤ２０の近位の接面５２は画像形成システムのカメラハウジングと嵌合す
るよう構成される。圧入、ねじ、締まりばめ、他を含むどんな公知の嵌合機構が使われて
もよいが、好ましい実施例では、バイオネット嵌合結合が使われる。例えば、光学機器バ
リヤ２０の近位の接面５２は、図３及び７Ａで図解される例示用カメラハウジング３２上
の雄のバイオネットコネクター６０と嵌合するために雌のバイオネットコネクター５８を
有する。或る実施例では、該雄のバイオネットコネクター６０は該カメラハウジング３２
上の円形構造体４６と一体で形成されてもよい。上記で言及した様に、該円形構造体４６
の内面は、例示用光学ハウジング３４上の雄ねじ部材４０と嵌合するために上に形成され
た雌ねじ部材４２を有する（すなわち、Ｃマウント）。雌ねじ部材４２と雄ねじ部材４０
の両者が１つのコネクター部品内に形成されるよう、該雄のバイオネットコネクター６０
は例えば該円形構造体４６の外側面６２上に形成されてもよい。該使い捨て式照明シース
１０が該カメラハウジング３２に容易にそして一貫性を有して取り付けられるよう、該バ
イオネット嵌合結合はまた、積極的な停止部とクリック整合特徴部を有してもよい。これ
は下記でより詳細に説明される様に、該シース１０とカメラハウジング３２の間の結合が
、ソースポート１１２が該照明要素のフアイバーポート１１６と整合される回転位置で完
了することを保証する。使用時、ユーザーは最初にシース１０を画像形成シャフト３６と
光学ハウジング３４上でスライドさせてもよい。該雌雄バイオネットコネクター５８、６
０は接合され、カメラハウジング３２に対するシース１０の部分的回転が、全ての部品が
適当な整合されるようバイオネット結合を完了させる。
【００３６】
　戻って図１及び４を参照すると、カメラバリヤ２２は多くの形を取り得るが、一般に少
なくともカメラハウジング３２を遮蔽するために好適であるべきである。カメラバリヤ２
２はまた、画像形成出力部３０の少なくとも１部分及び／又はカメラハウジング３２から
延びる他のケーブルを遮蔽するよう構成される。該カメラバリヤ２２は、それに限定しな
いが、ポリウレタンを含む当該技術で公知の何等かの適合な材料で形成される柔軟な材料
であってもよい。図１に示す様に、使い捨て式照明シース１０が画像形成シャフト３６上
及び光学ハウジング３４上に位置付けられた後の展開用に、カメラバリヤ２２はコンパク
トな形でロールされるか又は他の仕方で固定され、そして光学機器バリヤの近位の部分６
４上で光学機器バリヤ２０に結合される。カメラバリヤ２２は、好ましくは高周波溶接の
使用により、リーク防止接合を形成するために、当該技術で公知の何等かの嵌合機構を使
って光学機器バリヤに結合されてもよい。カメラバリヤ２２はユーザーによりそのコンパ
クトな構成から巻きほどかれるか又は他の仕方で展開され、図４に示す様にカメラハウジ
ング３２の全側面上を覆い、それによりカメラハウジング３２を身体組織及び／又は体液
による汚れから遮蔽する。一般に、ユーザーはカメラバリヤ２２を通してカメラハウジン
グ３２上で内視鏡制御部を操作出来る。
【００３７】
　使い捨て式照明シース１０はまた、内視鏡を遮蔽するために細長いチューブを有する。
該細長いチューブ１２は近位の端部２８と遠位の端部１８を有し、それら間に延びる細長
い長さ部を有する。画像形成システムの画像形成シャフトを受けることが出来るルーメン
が該細長いチューブ１２を通るよう形成される。該細長いチューブ１２は画像形成シャフ
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ト３６をカバーするために必要などんな長さを有してもよい。例えば、該細長いチューブ
１２は一般的に約１ｃｍから約６０ｃｍの間のどんな長さを有してよく、そして好ましく
は４ｃｍから３０ｃｍの範囲内にあり（例えば、４ｃｍ、５ｃｍ．．．９ｃｍ、１０ｃｍ
．．．１５ｃｍ．．．３０ｃｍ）そして形成された画像が外側の細長いチューブ１２によ
りビネット（ｖｉｇｎｅｔｔｅｄ）されないよう、中にある画像形成シャフトの長さにマ
ッチした長さを有するのがよい。該近位の端部２８は、上記で言及した様に、光学機器バ
リヤ２０の遠位の端部２６と結合する。該遠位の端部１８は該細長いチューブ１２内に挿
入された画像形成シャフト３６が該端部を通して画像を見て、記録することを可能にする
よう構成される。
【００３８】
　或る実施例では、該細長いチューブ１２は、該画像形成システムにより画像形成される
範囲を照明するために、光源から該細長いチューブ１２の遠位の端部１８まで光を伝送出
来る。図８を参照すると、例示用の細長いチューブ１２の遠位の端部１８の拡大図が図解
される。該細長いチューブ１２は光学機器バリヤ２０内から延び、該撮像装置の画像形成
シャフト用の保護カバー及び無菌バリヤとして役立つ外側チューブ状部材７０を有する。
内側チューブ状部材７２は該外側チューブ状部材７０内で同心円状に隔てられ、該内側チ
ューブ状部材の内側ルーメンは、該画像形成システムの画像形成シャフト３６を受けるた
めの円柱状のボイド又は空気空間７４を規定する。該内側チューブ状部材７２は光学機器
バリヤ２０の遠位の端部から同様に延びている。好ましい実施例では、該細長いチューブ
１２の外側チューブ状部材７０は、ステンレス鋼材料で作られるが、どんな適当な材料が
使用されてもよい。
【００３９】
　該内側チューブ状部材７２は外側チューブ状部材７０より小さい直径を有するが、それ
は複数の照明フアイバー７８を受けるために両チューブ間にチャンネル７６を創るためで
ある。該照明フアイバー７８は内側チューブ状部材７２の周りに同心円状に配置され、カ
メラハウジング３２内の照明源から、及び／又は外部照明源から、該使い捨て式照明シー
ス１０に結合可能な光フアイバー束を通して光を伝送する。照明フアイバー７８は、当業
者により認識される様に、ガラス又はプラスチック光フアイバーで作られる。フアイバー
７８の１つ以上の層は、チャンネル７６が該フアイバー７８で略充たされるよう、チャン
ネル７６内に配置される。光フアイバー７８の開口数は、遠位の撮像光学系の視野にマッ
チする、又は該視野より僅かに大きい角度を有する光円錐を作るよう選ばれる。
【００４０】
　照明源は、カメラハウジング３２内にあろうと、該ハウジングの外部にあろうと、該細
長いチューブ１２の外側チューブ状部材７０と内側チューブ状部材７２の間に配置された
照明フアイバー７８の近位の端部に隣接する。例えば、照明フアイバー７８は内側及び外
側チューブ状部材７２、７０の間から光学機器バリヤ２０内へと外へ延びる。図６Ｃに示
す様に、該フアイバー７８は１つの円形束で一緒に引き出され、光学ハウジング２０の側
壁の内面１１４内に埋め込まれ、該内面に沿って延びる。フアイバー７８の束は光学機器
バリヤ２０の近位の接面上で、どんな直径が使われてもよいが、約１ｍｍ以下の直径を有
するのが好ましい、研磨された終端フアイバーポート１１６で成端する。１実施例では、
照明源はカメラハウジング３２内に配置され、ソースポート１１２で該カメラハウジング
３２を出てもよい。上で言及した様に、光学機器バリヤ２０とカメラハウジング３２の間
のバイオネット嵌合結合は、シース１０とカメラハウジング３２の間の結合が、ソースポ
ート１１２がフアイバーポート１１６と整合される回転位置で完了することを保証する。
或る実施例では、フアイバーポート１１６とソースポート１１２は直接に隣接可能である
か、又は軸方向で１ｍｍより短いギャップ間隔を有して、隣接可能である。結合を跨ぐ最
小量の光損失で光学的連通（ｏｐｔｉｃａｌ　ｅｎｔｅｎｄｒｅ）が保存されるよう、カ
メラハウジング３２を出る光フアイバーと光学機器バリヤ２０内に埋め込まれた光フアイ
バーは同一開口数を有するのが好ましい。上記で言及した様に、該光フアイバーの開口数
はまた、遠位の撮像光学系の環状の視野に整合させられる。
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【００４１】
　遠位の窓１６は、画像形成シャフト３６を受ける空間７４と、身体に接する外側チュー
ブ状部材７０と、の間の無菌バリヤを創るために、内側チューブ状部材７２の最も遠位の
端部の内面８０に対し封止される。該遠位の窓１６は平らで、光学的に透明であり、上記
で言及した様に、該画像形成システムが該窓を通して画像を見て、記録することを可能に
するよう構成される。該遠位の窓１６は必要などんな厚さを有してもよいが、１実施例で
は約０．５ｍｍの厚さである。勿論、該遠位の窓１６は０．５ｍｍより薄い、又は１ｍｍ
、２ｍｍ、他の様に０．５ｍｍより厚い、厚さを有してもよい。該遠位の窓１６は不透明
な内側チューブ状部材７２の内面８０に対し封止されるので、照明フアイバー７８により
伝送された光は、近位から遠位の方向に該遠位の窓１６を通過せず、寧ろ該遠位の窓１６
に対し遠位の範囲のみを照らす。これは画像品質を劣化させる画像形成シャフト３６内へ
の後方散乱を防止する。該使い捨て式照明シース１０は、該画像形成システムの画像形成
シャフト３６が該使い捨て式照明シース１０内へ挿入され過ぎないよう、該シースの近位
の端部近くに停止部又は他の機構を有するよう構成されてもよい。例えば、画像形成シャ
フト３６の遠位の光学機器への損傷を防止するために、該使い捨て式照明シース１０は、
製造過程に付随する寸法許容差に適合するよう、遠位の窓１６の内面と画像形成シャフト
３６の遠位の面との間に長手方向空気ギャップを許容するように構成されてもよい。該空
気ギャップの厚さは、最小では、該内部の遠位の光学機器が該遠位の窓１６の内側面に決
して接触せず、最大では、遠位の撮像光学系が該チューブ７２の内面により光学的にビネ
ットされないように、最小と最大の許容値内に入るよう設計される。
【００４２】
　今図９、１０Ａ及び１０Ｂを参照すると、もう１つの例示される光伝送用の細長いチュ
ーブ１２’が設けられる。該細長いチューブ１２’は一般的に光をシース１０の遠位の端
部へ伝送出来る照明要素を有する。該照明要素は多くの構成を有してもよく、或る実施例
では、該照明要素は前の実施例に於ける様に、不透明な内側チューブ状部材の周りに配置
されてもよい。他の実施例では、該照明要素は内側チューブ状部材の周りには配置されず
、外側チューブ状部材と共に又は、外側チューブ状部材無しに、使われてもよい。該照明
要素は多くの材料で形成されてもよく、下記でより詳細に説明される１実施例では、該照
明要素は中に埋め込まれる複数の光フアイバーを有するモールドされたプラスチック材料
で形成される。該照明要素はまた、チューブ状部材の形で形成され、ソースからシース１
０の遠位の端部まで光を伝送出来る何等かの光伝送材料で形成されてもよい。該照明要素
は全体的に減じられた厚さを有する細長いチューブ１２’を設けるため減じられた壁厚さ
を有するのが好ましい。該照明要素の該減じられた壁厚さは、該細長いチューブ１２’内
により多くの空間を提供するので、より大きい画像形成システムが使用され得る一方、全
体直径を減じる。より大きい画像形成システムはより多くの画像情報の収集を許容するの
で有利である。
【００４３】
　図９、１０Ａ、及び１０Ｂで図解される実施例では、該照明要素は照明チューブ１０６
の形である。前の実施例と同様に、該細長いチューブ１２’は、画像形成システムの画像
形成シャフト３６を受けるために円柱状のボイド又は空気空間１０２を創る不透明な内側
チューブ状部材１００を有する。遠位の窓１６’は、該空気空間１０２を身体組織／体液
への曝露から封止して、該窓を通しての画像形成システムによる画像形成を可能にするた
めに、内側チューブ状部材１００の遠位の端部の内面１０４に対し封止される。該内側チ
ューブ状部材１００は、前の実施例で説明される様に、光学機器バリヤ２０の遠位の端部
２６に結合する近位の端部を有する。
【００４４】
　該照明チューブ１０６は該内側チューブ状部材１００の周りに同心円状に配置され、プ
ラスチック材料１１０内に懸垂及び／又は成形された複数のプラスチック光フアイバー１
０８で形成される。該複数の光フアイバー１０８はどんな直径を有してもよいが、一般的
には約２０ミクロンから８０ミクロンの範囲、より好ましくは３０ミクロンから５０ミク
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ロンの範囲の直径を有するのがよい。例えば、図１０Ｂに示す様に、リングの形で位置付
けられた複数のフアイバー１０８はプラスチック材料１１０内で連続したチューブ状長さ
部になるよう引かれ、成形される。プラスチック光フアイバー１０８は、それに限定しな
いが、成形過程時プラスチックフアイバーのクラッド材料に準拠したフッ素化ポリマーを
含む、当該技術で公知のどんな適当な材料内に成形されてもよい。これは内側チューブ状
部材１００の周りに位置付けられた光伝送チューブ状固体構造体に帰着し、照明源から該
細長いチューブ１２’の遠位の端部１８’まで光を伝送する。該照明チューブ１０６は内
側チューブ状部材１００の外面と接触する内面を有し、そして該内側チューブ状部材１０
０と該照明チューブ１０６が一体構造体となるよう、例えば、締まりばめ又はエポキシ又
は他の接着剤により該内側チューブ状部材１００の外面に結合される。
【００４５】
　照明チューブ１０６は特定の応用に必要などんな寸法を有してもよいが、１実施例では
、該照明チューブ１０６は約２ｍｍより細い外径を有する。該照明チューブは、該照明チ
ューブ１０６の内径が約１．５ｍｍより大きくなるよう約０．５ｍｍより少ない厚さを有
する。例えば、１実施例では、該照明チューブ１０６の外径は約１．８６ｍｍであり、一
方該照明チューブ１０６の内径は、該照明チューブ１０６の厚さが約０．２１ｍｍである
よう、約１．６５ｍｍである。他の実施例では、該厚さが０．２ｍｍから０．３ｍｍの範
囲にあるよう、該照明チューブ１０６の外径は１．８ｍｍから１．９ｍｍの範囲にあり、
該内径は１．６ｍｍから１．７ｍｍの範囲にある。
【００４６】
　該内側チューブ状部材１００は特定の応用に必要などんな寸法を有してもよいが、１実
施例では、該内側チューブ状部材１００は、約２ｍｍより細い、より好ましくは約１．７
ｍｍより細い外径を有してもよい。該内側チューブ状部材は、該内側チューブ状部材１０
０の内径が約１．４ｍｍより大きく、より好ましくは約１．５ｍｍより大きくなるように
、約０．５ｍｍより少ない、より好ましくは約０．２ｍｍより少ない厚さを有してもよい
。例えば、１実施例では、該内側チューブ状部材１００の外径は約１．６３ｍｍである一
方、該内側チューブ状部材の１００の内径は、該内側チューブ状部材１００の厚さが約０
．１０ｍｍであるよう、約１．５３ｍｍである。他の実施例では、該内側チューブ状部材
１００の外径は１．６ｍｍから１．７ｍｍの範囲にあり、該内径は、該厚さが０．１ｍｍ
から０．２ｍｍの範囲にあるよう、１．４ｍｍから１．６ｍｍの範囲にあってもよい。
【００４７】
　ユニット型構造体に組み合わされる時、該照明チューブ１０６と内側チューブ状部材１
００を有する該細長いチューブ１２’は特定の応用に必要などんな寸法を有してもよい。
１実施例では、該細長いチューブ１２’は約０．６ｍｍの厚さ用として、約２ｍｍより細
い外径と約１．４ｍｍより太い内径とを有する。特に、該細長いチューブ１２’は１．８
ｍｍから１．９ｍｍの範囲、例えば１．８６ｍｍの外径を有してもよい。該内径は１．４
ｍｍから１．６ｍｍの範囲、例えば１．６３ｍｍであってもよい。従って、該細長いチュ
ーブ１２’の厚さは０．２ｍｍから０．５ｍｍの範囲、例えば、０．２３ｍｍであっても
よい。
【００４８】
　図９を参照すると、照明チューブ１０６と内側チューブ状部材１００を有する該細長い
チューブ１２’は光学機器バリヤ２０上の雌コネクター２４内に延びている。内側チュー
ブ状部材１００は該雌コネクター２４内で成端しているが、該照明チューブ１０６はカメ
ラハウジング３２内のソースポート１１２と結合するために光学機器バリヤ２０を通り延
びている。例えば、一旦該照明チューブ１０６が光学機器バリヤ２０の雌のコネクター２
４に入ると、該照明チューブは１つの側に沿ってばらばらになり、フラット化するので、
該照明チューブは図９に示す様に光学機器バリヤ２０の内側面１１４と嵌合する。該フラ
ット化した照明チューブ１０６は光学機器バリヤ２０の側壁の内面１１４に沿って延び、
該バリヤの近位の面５２上で成端する。該近位の面５２に対し遠位の位置で、該照明チュ
ーブ１０６のばらばらになった側は、図９で最も明らかに示す様に、該照明チューブの嵌
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合面が研磨終端フアイバーポート２００内で成端するよう、再びチューブを形成するため
一緒になる。
【００４９】
　上記で言及した様に、該光学機器バリヤ２０の近位の面５２はカメラハウジングの遠位
の面４４上の対応するコネクター６０と嵌合するためにバイオネットコネクター５８の様
な嵌合機構を有する。該バイオネットコネクター５８は、フアイバーポートとソースポー
トが両者間のギャップ間隔が軸方向で１ｍｍより短くなるよう一緒に嵌合する時、該照明
チューブ１０６のフアイバーポート２００をカメラハウジング３２のソースポート１１２
と正しく整合させるよう構成される。該フアイバーポート２００と該ソースポート１１２
の整合は、該使い捨て式照明シース１２’の遠位の端部に遠位の範囲を照らすよう、照明
チューブ１０６が光源から光を送ることを可能にする。加えて、不透明な内側チューブ状
部材１００のために、該照明チューブ１０６により送られた光は、近位から遠位の方向に
該遠位の窓１６’を通過せず、該非通過により画像形成システム内への後方散乱を不可能
ならしめ、その結果高品質画像を提供する。
【００５０】
　照明チューブ１０６にはここで説明された様な多くの利点がある。ここで説明された様
な照明チューブはガラスフアイバーと比較してよりロバストな構造体である。ガラスフア
イバーは壊れ易く、２本の硬いチューブ状部材間で組み立てるのは難しい。該ガラスフア
イバーはまた、長時間で破断を受けやすく、送られる光の量、質を低下させる。
【００５１】
　更に、該内側チューブ状部材１００と組み合わされた照明チューブ１０６は、２つのチ
ューブ状部材７０、７２間のガラスフアイバーで形成された細長いチューブ１２と比較す
ると、より小さいプロフアイルを有する細長いチューブ１２’に帰着する。特に、２本の
細長いチューブ１２、１２’の外径は同じであるが、該細いチューブ１２’の内径は該細
長いチューブ１２の内径が概略あるよりも大きい。該細長いチューブ１２内の画像形成シ
ャフト３６内で使われる画像形成フアイバー束の最大直径は約１ｍｍである。該細長いチ
ューブ１２’内の画像形成シャフト３６内で使われる画像形成フアイバー束の最大直径は
約１．２ｍｍである。このことは該細長いチューブ１２’で使われる画像形成フアイバー
束が細長いチューブ１２で使われるそれより約２０％大きいことを可能にして、約２０％
多くの画像情報の収集を可能にする。画像情報のこの２０％の増加は該細長いチューブ１
２’の外径の増加を要すること無しに獲得される。
【００５２】
　使用時、カニューレ又は他のアクセスポートが身体内の自然の開口部又は外科的切開部
内に挿入される。ここで開示した使い捨て式照明シース１０は、細長いチューブ１２、１
２’が画像形成システムの画像形成シャフト３６上に配置され、光学機器バリヤ２０が光
学ハウジング３４上に配置されるよう内視鏡又は他の画像形成システム上に置かれる。該
光学機器バリヤ２０とカメラハウジング３２の間のバイオネット嵌合結合は、全ての部品
が適当に整合されるように結合される。該カメラバリヤ２２は次いで、該バリヤがカメラ
ハウジング３２と画像出力部３０の１部分とをカバーするよう該バリヤのコンパクトな位
置から捲き解かれる。該細長いチューブ１２、１２’は次いでカニューレ内に挿入され、
該細長いチューブ１２、１２’の遠位の範囲は該細長いチューブ１２、１２’上の照明要
素を使って照らされ、該内視鏡又は他の画像形成システムを使って画像形成される。一旦
該画像形成が完了すると、該細長いチューブ１２、１２’は該カニューレから引き抜かれ
る。該使い捨て式照明シース１０は該カメラハウジング３２から分離され、適当な仕方で
捨てられてもよい。もし追加の手順が要求されるなら、新しい使い捨て式照明シース１０
が得られ、該内視鏡又は他の画像形成システムは再使用される。
【００５３】
　或る実施例では、キットが提供され、ここで説明された部品の何れかを含んでもよい。
例えば、キットは画像形成システムと該画像形成システムで使う複数の使い捨て式照明シ
ースとを有してもよい。キットはまた、必要なら、何等かの数の記憶装置、ディスプレー
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装置、電源、外部光源そして何等かの数の電気コードと画像伝送コードとを含んでもよい
。他の実施例では、キットは特定の画像形成システムで使われるよう構成された複数の使
い捨て式照明シースのみを含んでもよい。
【００５４】
　当業者は上記説明の実施例に基づき本発明の更に進んだ特徴と利点を認識するであろう
。従って、本発明は、附属する請求項で示されるものを除けば、特定して示され、説明さ
れたものにより限定されない。ここで引用された全ての刊行物と参考文献はそれらの全体
での引用によりここに明示的に組み入れられる。

【図１】 【図２】
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【図８Ｂ】

【図９】

【図１０Ａ】
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摘要(译)

本发明提供一次性照明护套作为成像装置和患者之间的无菌屏障。示例
性护套通常可以与本领域已知的任何成像系统一起使用，例如，内窥镜
成像系统，并且可以被设计为覆盖和/或封闭可以暴露于患者组织和/或身
体的成像装置的部分。流体。本发明的示例性护套可以设计成覆盖和保
护成像轴，光学器件外壳，相机外壳，手柄，成像输出和/或其他电气和
部件线，以及可以是成像装置的任何其他部分。暴露于污染。在第一次
手术后可以丢弃使用过的护套，并且可以将新的无菌护套用于后续手
术。以这种方式，可以重复使用成像装置，而无需在每个程序之间进行
完全消毒。
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